
第６回町議会と語ろう会 各班意見集約 

 

 

【１班】 

○農業関連について 

・若者が農業できる環境を整えてほしい。 

・農業の活性化策 

１．米は基山産ブランドをつくること。 

２．果樹等は柿、梨、イチゴなどの名産品を生み出す支援を議会はしてほしい。 

３．野菜はキクイモだけでなくモリンガを注目して。 

・農業従事者の高齢化、減少により基山町の農業は瀕死の状態である。リーダー

が不在であるので、リーダーの育成をしてほしい。 

・集落営農を進めたり、後継者不足を解消するのはＪＡの仕事ではないか。 

 

○商工業関連について 

・駅前を活性化し、観光地化するには駅前にロッカーを設置して。ロッカーに荷

物や、おみやげなどの買物した荷物が行動の負担になり、行動範囲が減る。 

・地元の商店を利用していただきたい。商店主は頑張っている。 

・駅前が暗い。ライトアップして、もっと明るくしてほしい。 

・駅前のにぎわいづくりに中高生の意見も取り入れた構想にしていけたらと思っ

ている。 

・駅前、駅の１階部分にスイーツ店、コーヒーが飲める店やパン屋さんなど通勤

通学者が利用する店舗がない。 

・隣の原田駅前に比べ基山町の進展が伺えない。 

・学校給食など学校や保育園での町内商店への発注が大幅に減った。地産地消し

てもらいたい。 

・ホテルがほしい。合宿所や民泊ではない一般ホテル。 

・基山駅に社員送迎バスを運行する企業に対し支援をしていただき、駅前を活性

化してほしい。 

 

○その他 

・水害等の被害復旧に対する支援の在り方について、議会として議論してほし  

い。 

・災害時の人的支援、ボランティアがまだまだ不足している。 

 

【２班】 

○定住促進関連について 

・市街化区域には、まだ住宅用地が残っているのか。 

・園部団地の建替えはどうするのか。 

・国道３号線より東側には公共施設がない。 



・基山町は災害が少ないので、「災害のない町」をキャッチフレーズにできない  

か。何か特化することで人を増やす取組を。 

・アパートなど賃貸住宅に住む人は、転居するなどの理由で役員の受けてがいな

い。 

・町営・県営住宅は空き家が増えている。入居者に２台分の駐車場があると借り

る人が増えるのでは。 

・住所に三養基郡が付くのを嫌う人もいる。佐賀県基山町にできないものか。 

・若い人の給料が安くて生活できない、結婚できないでいる。 

・町の昔からの考えや習慣などで、若い人を押さえているのでは。 

 

【３班】 

○防災・防犯・財政関連について 

・安全・安心な町づくりを進めるうえで防犯カメラの設置は重要であるが、事件

が発生してからでは遅いので、危険箇所の設置を予測して整備する必要がある。 

・避難場所が町民会館では高齢者が避難できない。避難勧告を町が発表する場  

合、高齢者を考慮した場所（公民館等）も同時に指定してほしい。 

・10区の事件発生などを考慮すると、今聞いている設置台数が３台とあるが、少

ないのでは。 

・今後何台ぐらい設置計画があるのか。 

・災害時の危険を知らせる方法として防災無線があるが、聞こえにくい場合が多

い。その対策として半鐘の設置が有効だと思うが。 

 

【４班】 

○教育・子育て関連 

・現在、大学生の約半数が奨学金制度を利用している。社会人になる時点で借金

からのスタートだ。人生100年といわれる時代に、生涯お金に困らないように

するためにも、小中学生時からお金の活用・運用・貯金などについて、もう少

し教育してほしい。 

・出産一時金は、自然分娩だと出産経費として問題ないが、帝王切開だと高額医

療費の負担が大きい。２人目の出産にためらいが起こる。どうにかならないか。 

・出産後も１か月健診は久留米市などでは無料の自治体もある。基山町も無料に

できないか。 

・子どもの貧困問題とよく言われるが、基山町の貧困の程度がよく分からない。 

・保育料について、歳が４つ以上離れていると第二子が半額にならない。 

・お金の教育なども含めて、基山町独自の魅力ある教育を行い、定住促進に繋げ

てほしい。 

・子育て支援メニューをもっと増やしてほしい。 

 

 

 



【５班】 

○高齢者・福祉関連について 

・多世代交流センターの改築後、住民サービスが低下している。入場料を支払え

ばお客さんであり、大事なお客さんとして対応してほしい。町外施設はサービ

スが非常に良い。 

１．浴槽の温度が低く風邪をひく恐れがある。浴槽の温度設定器が受付にある

ようで浴槽内では設定不可である。 

２．受付も以前は土足で対応できたが、現在は靴を脱いでいる。以前のように

土足で受付できるようにできないのか。 

３．対策として社協ではなく民間会社が受託すると、サービス向上するのでは

ないのか。 

・2025年度は75歳以上の人口が増加し、敬老会は町民会館で開催できるのか。80

歳以上になるのか。 

・2025年度は75歳以上の人口が増加し、民生委員が多忙になるが大丈夫なのか。

民生委員はあくまでボランティアであり報酬はない。 

・町老人クラブに加入してない。町老人クラブに入ると世話人をさせられ忙しく

なるために入らない。多忙の対策案はないのか。 

・高齢者の認知症が多くなってきた。今後が心配である。 

 


